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選
抜
高
校
野
球
大
会
観
戦
記

　
　
十
日
町
高
校
田
沢
分
校
振
興
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
　
田
　
五

　
大
学
に
在
由
早
甲
か
ら
の
念
願
で
あ

り
憧
れ
で
あ
っ
た
甲
子
園
選
抜
高
校

野
球
観
戦
の
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
物

心
つ
い
て
か
ら
勉
学
に
そ
し
て
仕
事

に
と
追
い
ま
く
ら
れ
、
追
い
ま
く
っ

た
私
は
「
せ
め
て
一
ケ
年
で
も
い
い

半
年
で
も
い
い
優
雅
な
悠
々
自
適
の

生
活
を
し
て
二
度
と
な
い
汰
生
の
楽

し
さ
を
謳
歌
し
て
こ
の
世
に
別
れ
を

告
げ
た
い
」
と
い
う
意
昧
の
こ
と
を

業
界
雑
誌
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
た

こ
と
が
あ
る
、
正
に
そ
の
環
境
に
近

“
今
日
こ
の
頃
で
あ
り
、
今
回
の
野

球
観
戦
も
そ
の
一
端
で
あ
る
。
待
望

の
こ
の
選
抜
野
球
が
三
月
二
十
七
日

開
幕
と
知
り
急
ぎ
ス
ポ
ー
ッ
用
具
店

や
プ
｝
ー
ガ
イ
ド
に
手
を
廻
し
た
が

入
場
券
の
入
手
困
難
、
窮
余
の
策
と

し
て
元
陸
軍
工
科
学
校
（
陸
軍
技
術

将
校
養
成
学
校
）
同
窓
生
で
現
在
宝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郎

塚
市
に
住
む
大
会
社
の
重
役
に
な
っ

て
い
る
友
人
に
電
話
で
依
頼
し
た
と

こ
ろ
、
数
日
後
に
な
っ
て
内
野
一
塁

側
特
別
席
招
待
券
二
枚
が
送
ら
れ
て

き
た
。
同
窓
生
は
あ
り
が
た
い
も
の

　
　
　
　
　
　
ね

だ
。
中
学
三
年
生
の
孫
が
、
柄
に
も

な
く
田
沢
中
学
野
球
部
の
主
将
で
あ

り
、
遊
撃
手
と
い
う
地
位
に
あ
る
の

で
、
本
人
の
希
望
も
あ
っ
て
連
れ
て

行
く
こ
と
に
し
た
、

　
三
月
二
十
七
日
は
、
前
夜
か
ら
の

雨
で
開
幕
が
気
ず
か
わ
れ
た
が
、
早

朝
四
時
半
横
須
賀
出
発
。
（
小
中
学
校

の
学
期
休
み
の
為
、
孫
達
を
連
れ
て

神
奈
川
歯
科
大
学
講
師
を
7
）
て
い
る

三
男
の
横
須
賀
の
住
居
に
滞
在
中
）

東
京
経
由
六
時
半
東
京
発
ひ
か
り
号

に
て
下
阪
す
る
。
前
夜
か
ら
関
東
地

方
一
帯
降
雪
の
た
め
、
と
て
も
寒
い

大
阪
着
十
時
。
大
阪
は
大
雨
で
あ
る

阪
神
電
鉄
乗
車
口
で
、
大
会
中
止
を

知
り
無
念
。
止
む
な
く
孫
と
二
人
で

梅
田
地
下
街
漫
歩
。
有
名
な
る
大
阪

の
食
い
倒
れ
の
一
面
を
楽
し
み
、
楽

し
ま
せ
て
、
夕
方
早
々
に
ホ
テ
ル
に

入
る
。
夕
方
雨
止
む
。
天
気
予
報
も

明
日
晴
れ
と
発
表
。
翌
日
の
晴
天
を

祈
り
乍
ら
就
寝
。
明
け
て
二
十
八
日

天
気
晴
朗
な
れ
ど
寒
さ
厳
し
。

気
温
六
度
、
真
冬
の
寒
さ
で
あ
る
。

八
時
入
場
。
こ
の
頃
か
ら
天
候
し
だ

い
に
曇
る
。
寒
さ
一
段
と
厳
し
。

孫
に
笑
わ
れ
乍
ら
、
清
酒
の
ワ
ン
カ

ッ
プ
ニ
杯
を
連
続
で
平
ら
げ
寒
さ
を

凌
ぐ
。
九
時
前
に
球
場
は
満
員
。

入
場
者
五
万
人
と
携
帯
ラ
ジ
オ
が
告

げ
る
。
九
．
時
き
っ
か
り
、
草
原
の
輝

き
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
の
っ
て
、
出
場

三
十
校
の
入
場
行
進
が
行
わ
れ
た
。

堂
々
の
行
進
も
、
総
て
の
挙
措
、
動

作
も
終
始
厳
正
そ
の
も
の
で
、
整
列

完
了
後
、
行
事
の
終
る
迄
約
三
十
分

身
じ
ろ
ぎ
一
つ
す
る
者
な
く
、
不
動

の
姿
勢
を
崩
さ
ず
、
実
に
見
事
で
あ

る
。
　
「
サ
ス
ガ
」
と
感
激
。

花
火
の
轟
音
、
爆
竹
の
．
炸
裂
音
、
各

出
場
校
名
入
り
の
ア
ド
、
バ
ル
ー
ン
、

感
激
の
そ
し
て
華
や
か
な
、
こ
の
光

景
を
見
て
、
出
場
高
校
の
若
人
達
が

心
を
沸
き
立
た
せ
、
甲
子
園
の
砂
を

持
ち
帰
る
気
持
も
当
然
で
あ
る
こ
と

が
脳
裏
を
掠
め
る
。

大
会
々
長
と
文
部
大
臣
代
理
か
ら
、

激
励
の
祝
辞
あ
り
。
そ
の
要
旨
は
、

「
昨
今
の
乱
れ
果
て
た
る
世
相
の
中

に
あ
っ
て
、
諸
君
は
、
人
間
と
し
て

の
情
熱
と
、
団
結
を
尊
び
真
剣
で
、

真
面
目
で
あ
る
こ
と
が
、
欠
く
べ
か
ら

ざ
る
必
要
条
件
で
あ
る
。
又
、
独
善
を

排
し
、
所
謂
自
己
中
心
主
義
の
勝
ち

さ
え
す
れ
ば
い
い
と
い
う
執
念
は
誠

に
見
苦
し
く
、
ヒ
ン
シ
ュ
ク
に
価
す
る

あ
く
ま
で
も
正
々
堂
々
と
、
秩
序
あ

る
行
動
に
よ
り
、
若
人
の
意
気
を
一
一
小

し
、
将
来
の
日
本
が
発
展
す
る
原
動

力
と
な
り
得
る
、
前
途
有
為
の
人
物

た
ら
ん
こ
と
を
祈
る
。
」
と
い
う
意
味

の
言
葉
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
、
寂
と

し
て
い
た
会
場
が
、
祝
辞
が
終
る
や

五
万
人
の
観
衆
の
拍
手
で
、
耳
を
ろ

う
せ
ん
ば
か
り
の
渦
と
化
し
た
。

次
い
で
、
前
年
度
優
勝
の
横
浜
高
校

か
ら
優
勝
旗
返
還
が
な
さ
れ
た
後
、

中
国
山
口
県
代
表
防
府
商
高
重
田
主

将
の
力
強
い
選
手
宣
誓
、
山
本
大
会

々
長
の
始
球
で
十
時
十
分
プ
レ
イ
ボ

ー
ル
と
な
っ
た
。
応
援
合
戦
は
早
慶

戦
の
よ
う
な
絢
燗
豪
華
さ
は
な
く
、

整
然
と
し
て
統
制
の
と
れ
た
、
そ
し

て
母
校
の
応
援
団
と
し
て
の
使
命
を

担
っ
た
、
と
い
う
に
相
応
し
い
応
援

振
り
で
あ
る
。
女
子
応
援
団
も
、
カ

ラ
フ
ル
で
は
あ
る
が
慎
ま
し
い
。

一
球
毎
に
随
所
か
ら
物
凄
い
ば
か
り

の
声
援
が
飛
び
、
拍
手
が
沸
く
。

目
頭
が
ジ
ー
ン
と
す
る
よ
う
な
好
プ

レ
ー
が
出
る
。
さ
す
が
憧
れ
の
甲
子

園
と
痛
感
す
る
。

第
｝
試
合
の
四
国
徳
島
代
表
池
田
高

校
が
、
活
発
な
走
塁
と
、
ソ
ツ
の
な

い
攻
め
で
四
点
を
取
り
、
北
海
道
代

表
函
館
有
斗
高
校
を
四
対
二
で
降
し

て
快
勝
、
両
校
と
も
砂
を
噛
む
よ
う

な
意
気
、
正
に
天
を
つ
く
気
概
の
あ

る
好
試
合
で
あ
っ
た
。
午
後
の
第
二

第
一
二
試
合
に
未
練
を
残
し
乍
ら
、
翌

日
の
伊
豆
大
島
行
き
の
日
程
に
合
せ

る
た
め
、
孫
に
ひ
か
れ
て
、
十
三
時

五
十
五
分
大
阪
発
ひ
か
り
号
で
、
前

日
の
雨
を
う
ら
み
つ
つ
、
多
く
の
思

い
出
を
残
し
て
、
甲
子
園
に
又
来
る

日
迄
と
別
れ
を
告
げ
た
。

　
　
　
中
里
文
芸

　
　
　
　
　
四
月
投
稿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俊
子

春
待
た
ず
雪
に
無
惨
な
さ
く
ら
か
な

老
逝
き
て
住
来
は
げ
し
き
春
の
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寂
子

ま
ん
さ
く
の
ゆ
り
こ
ぽ
し
た
る
春
の

、
索
ヨ

春
雨
や
こ
ぶ
，
し
は
あ
で
に
目
覚
め
け

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
雪

湯
の
宿
の
松
に
あ
づ
け
し
春
の
月

荷
を
解
き
て
更
に
明
る
し
芽
木
の
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
ウ

ほ
ろ
ほ
ろ
と
雪
ふ
る
あ
し
た
旅
立
つ

娘産
声
に
無
擢
の
柔
肌
梅
一
輪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
　
、
ノ

啓
蟄
や
初
誕
生
日
に
靴
を
買
う

や
わ
ら
か
に
織
娘
の
庭
に
落
花
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
え

・
詩
の
散
歩
古
芦
ま
と
う
隠
れ
沼

ま
ん
さ
く
の
一
縷
の
未
練
と
な
る
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
牛

北
へ
立
つ
鳥
惜
別
の
雲
は
春

確
定
申
生
・
が

　
　
　
　
　
　
ま
ち
が

　
昭
和
四
十
八
年
分
所
得
税
の
確
定

申
告
を
し
た
後
で
、
内
容
の
ま
ち
が

い
に
気
付
い
た
方
は
訂
正
す
る
事
が

で
き
ま
す
。

①
税
額
を
少
な
く
計
算
し
て
い
た
時

　
所
得
や
税
額
の
計
算
を
ま
ち
が
っ

て
、
納
め
た
税
金
が
少
な
か
っ
た
り

還
付
を
受
け
る
税
金
が
多
い
こ
と
が

わ
か
っ
た
と
き
は
、
　
「
修
正
申
告
」

を
し
て
正
し
い
金
額
に
訂
正
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※
税
務
署
か
ら
調
査
を
受
け
た
後
で

修
正
申
告
を
し
た
と
き
は
、
修
正
申

告
に
よ
っ
て
納
め
る
税
額
の
5
％
の

過
少
史
口
加
算
税
が
か
か
り
ま
す
が

調
査
を
受
け
る
前
に
修
正
申
告
を
し

た
時
は
、
過
少
申
告
加
算
税
は
か
か

っ
て
い
た
と
き
は

り
ま
せ
ん
。

②
税
額
を
多
く
計
算
し
て
い
た
時

　
所
得
や
税
額
の
計
算
を
ま
ち
が
っ

て
、
税
金
を
納
め
過
ぎ
て
い
た
り
、

還
付
を
受
け
た
税
金
が
少
い
こ
と
が

わ
か
っ
た
と
き
に
は
、
正
し
い
金
額

に
訂
正
す
る
よ
う
に
「
更
正
の
請
求
」

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
更
正
の
請
求
が
で
き
る
期
間
は
、

申
告
期
限
か
ら
一
年
間
で
す
か
ら
、
・

昭
和
四
十
八
年
分
所
得
税
の
確
定
申

告
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
年
三
月

十
五
日
ま
で
に
更
正
の
請
求
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
泉

つ
ぶ
や
き
を
病
父
遅
日
の
襲
に
置
き

街
に
密
柑
が
く
さ
り
跳
べ
な
い
肥
満

児
殖
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
子

突
風
の
去
り
ケ
ロ
ケ
ロ
と
春
の
星

鶯
の
来
て
桜
の
つ
ぼ
み
抵
抗
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
梢
陽

こ
ぶ
し
見
ゆ
白
い
は
る
か
な
る
封
絨

誰
日寝

返
り
を
う
つ
雪
解
川
音
あ
ま
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
涼
子

雪
解
け
の
瀬
鳴
り
鷹
と
も
な
れ
ぬ
身
の

ふ
り
む
け
ば
ヌ
　
　
の
ロ
ロ
に
む
せ
び

人
生
往
来
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教
職
員
の
人
事
異
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
校
長
の

　
恒
例
の
年
度
末
に
お
け
る
、
学
校

教
職
員
人
事
異
動
が
四
月
一
日
付
で

県
教
育
委
員
会
か
ら
発
表
さ
れ
た
。

　
中
里
村
関
係
で
は
、
転
出
者
二
十

九
名
（
内
、
退
職
者
一
名
、
期
間
満

了
一
名
、
村
内
配
置
替
え
二
名
）
転

入
者
三
十
一
名
で
あ
っ
た
。

　
校
長
の
異
動
で
は
、
保
坂
倉
俣
小

学
校
長
は
十
日
町
市
教
育
委
員
会
学

校
教
育
課
長
に
、
後
任
に
は
上
越
教

育
事
務
所
社
会
教
育
主
事
・
小
林
和

男
氏
、
田
中
高
道
山
小
学
校
長
は
三

島
郡
桐
島
小
学
校
長
に
、
後
任
に
は

小
千
谷
市
吉
谷
小
学
校
よ
り
小
林
稔

氏
、
原
貝
野
小
学
校
長
は
、
三
島
郡

夏
戸
小
学
校
長
に
、
後
任
に
は
長
岡

市
神
田
小
学
校
よ
り
高
頭
富
夫
氏
が

そ
れ
ぞ
れ
発
表
さ
れ
た
。

　
な
お
、
一
般
教
職
員
人
事
異
動
は

次
の
通
り
で
あ
る
。
　
　
（
敬
称
略
）

◎
転
出

▽
田
沢
小
学
校

桑
原
　
澄
江
（
十
日
町
市
十
日
町
小
）

佐
藤
　
俊
二
（
新
発
田
市
佐
々
木
小
）

橋
瓜
　
寿
子
（
三
島
郡
大
河
津
小
）

▽
高
道
山
小
学
校

青
木
純
一
郎
（
新
潟
市
桃
山
小
V

河
内
　
静
子
（
小
千
谷
市
池
ケ
原
小
）

教
職
員
異
動
人
事
を
終
わ
っ
て

　
　
　
　
　
中
里
村
教
育
長
村
山
軍
英

　
昭
和
四
十
八
年
度
末
、
四
十
九
年

度
初
の
管
内
教
職
員
人
事
異
動
は
三

月
末
を
も
っ
て
、
ほ
ぼ
終
り
一
部
残

さ
れ
た
養
教
人
事
も
四
月
四
日
入
学

式
の
前
日
を
以
っ
て
全
部
終
っ
た
。

　
今
回
の
異
動
で
転
出
さ
れ
た
教
職

員
は
校
長
を
含
め
二
十
九
名
（
内
退

職
者
一
名
、
管
内
配
置
替
二
名
）
新

し
く
転
入
さ
れ
た
教
職
員
は
校
長
を

含
め
三
十
一
名
で
あ
る
。

　
新
年
度
異
動
で
特
筆
す
ぺ
き
は
永

年
停
滞
し
て
い
た
教
頭
人
事
が
、
市

村
貝
野
中
学
校
教
頭
の
校
長
転
出
に

ょ
り
一
気
に
小
・
中
四
ケ
校
の
教
頭

が
交
代
さ
れ
た
こ
と
。

　
養
教
人
事
に
お
い
て
、
あ
た
ら
し

く
貝
野
地
区
（
貝
野
小
）
に
養
教
が

配
置
さ
れ
た
こ
と
、
倉
俣
中
、
貝
野

中
に
そ
れ
ぞ
れ
一
名
宛
の
職
員
が
増

配
さ
れ
た
こ
と
等
で
あ
る
。

　
尚
、
県
下
市
町
村
の
過
疎
化
現
象

は
い
ぜ
ん
と
し
て
き
び
し
い
も
の

が
あ
り
、
新
規
教
員
の
採
用
が
困
難

と
な
り
職
員
構
成
の
適
正
化
は
年
々

困
難
の
度
を
加
え
て
い
る
現
況
の
中

に
、
田
沢
中
を
始
め
管
内
に
合
わ
せ

て
七
人
の
新
規
採
用
教
員
を
迎
え
得

て
生
き
生
き
と
し
た
学
校
運
営
が
期

待
出
来
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
よ

ろ
こ
ま
し
い
こ
と
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
里
ハ
動

宮
沢
　
範
子
（
上
越
市
大
手
町
小
〉

▽
倉
俣
小
学
校

高
橋
　
憲
治
（
管
内
貝
野
中
）

▽
貝
野
小
学
校

桑
原
　
　
喬
（
十
日
町
市
十
日
町
小
）

栗
田
　
明
広
（
刈
羽
郡
石
池
小
）

佐
藤
　
光
子
（
三
条
市
四
日
町
小
）

▽
清
津
峡
小
学
校

小
島
　
正
一
（
北
魚
堀
之
内
小
）

秋
野
タ
ズ
子
（
新
潟
市
丸
山
小
）

小
堺
　
和
子
（
十
日
町
市
水
沢
小
）

▽
田
沢
中
字
校

生
越
秀
司
（
川
西
町
橘
小
）

坂
衣
　
一
磨
（
村
内
倉
俣
小
学
校
教

頭
に
日
升
格
）

南
雲
　
昭
治
（
津
南
町
津
南
中
）

入
沢
　
隆
成
（
三
島
郡
大
河
津
中
）

鹿
田
　
房
男
（
柏
崎
市
比
角
小
）

若
月
あ
つ
子
（
北
蒲
原
郡
神
山
西
小
）

▽
倉
俣
中
字
校

峰
村
　
辰
典
（
長
岡
市
西
中
）

萩
野
　
，
玲
子
（
北
魚
川
口
中
）

▽
貝
野
中
学
校

市
村
　
真
人
（
北
魚
羽
川
小
学
校
長

に
昇
進
）

松
岡
　
　
宏
（
東
頸
城
浦
川
原
中
）

和
久
井
輝
雄
（
東
蒲
原
鹿
ノ
瀬
中
）

塚
田
　
勝
子
薪
井
市
新
井
中
）

本
間
　
恭
子
（
退
職
）

◎
転
入

▽
田
沢
小
学
校

高
橋
　
鉄
子
（
小
千
谷
市
岩
沢
小
）

星
名
久
美
　
　
用

宮
川
美
枝
子
（
新
採
用
）

▽
高
道
山
小
学
校

樋
損
智
恵
子
（
津
南
町
下
般
渡
小
）

北
村
　
克
躬
（
北
魚
東
湯
ノ
谷
小
）

本
間
め
ぐ
み
（
新
潟
市
南
浜
小
）

▽
倉
俣
小
学
校

坂
井
　
一
磨
（
管
内
田
沢
中
）

▽
貝
野
小
学
校

加
納
　
勇
吹
（
刈
羽
郡
二
田
中
）

山
本
　
恒
夫
（
三
条
市
裏
舘
小
）

今
村
茂
子
（
東
蒲
原
鹿
ノ
瀬
小
）

手
崎
　
雪
子
（
新
採
用
）

▽
清
津
峡
小
学
校
。

久
保
田
恭
司
（
三
条
市
一
ノ
木
戸
小
）

丸
山
千
枝
子
（
新
採
用
）

▽
田
沢
中
字
校

須
．
　
重
　
教
豆
＝
島
　
岩
上
小

渡
辺
　
棋
江
（
糸
魚
川
市
糸
魚
川
第

二
中
）

栃
倉
　
英
子
（
新
採
用
）

鈴
木
　
　
道
（
新
採
用
）

中
村
　
明
子
（
新
採
用
）

飯
塚
恵
美
子
（
新
採
用
）

▽
倉
俣
中
学
校

桑
原
賢
司
（
教
頭
川
西
町
仙
田
中
）

近
藤
　
澄
子
パ
津
南
町
上
郷
中
）

▽
貝
野
中
字
校

高
橋
　
憲
治
（
管
内
倉
俣
小
）

菊
地
洋
二
（
長
岡
市
関
原
中
）

大
島
　
　
勲
（
上
越
市
城
北
中
）

山
崎
十
五
郎
（
小
千
谷
市
真
人
中
）

早
川
　
雅
雄
（
南
魚
五
十
沢
中
）

南
雲
か
つ
み
（
川
西
町
仙
田
中
）

着
任
の
御
挨
拶

　
　
　
　
　
　
倉
俣
小
学
校
長

　
こ
の
度
、
御
縁
が
あ
り
ま
し
て
、

保
坂
前
校
長
先
生
の
後
を
受
け
、
当

村
倉
俣
小
学
校
へ
御
世
話
に
な
る
事

に
な
り
ま
し
た
。

　
幸
い
、
公
民
館
よ
り
お
話
し
が
あ

り
ま
し
て
、
御
挨
拶
さ
せ
て
戴
く
機

会
を
得
ま
し
て
、
感
謝
し
て
い
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

　
当
村
へ
御
世
話
に
な
る
前
は
、
県

教
育
庁
上
越
教
育
事
務
所
社
会
教
育

課
へ
勤
務
し
て
お
り
ま
し
て
、
上
越

地
区
管
内
の
青
年
団
、
地
域
の
小
供

　
　
小
　
林
　
和
　
男

会
、
婦
人
会
、
P
T
A
、
あ
る
い
は

そ
れ
ら
の
学
級
、
講
座
等
で
、
土
曜

日
曜
や
、
平
日
も
夜
昼
の
区
別
の
つ

か
な
い
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
度
、
学
校
教
育
の
現
場

へ
戻
り
ま
し
て
、
仕
事
を
さ
せ
て
戴

く
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
三
年
間
も
学
校
を
離
れ
て
お
り
ま

し
て
、
そ
の
間
の
め
ま
ぐ
る
し
い
変

動
に
、
い
さ
さ
か
戸
惑
い
し
て
お
り

ま
す
が
、
倉
俣
小
学
校
で
は
教
頭
先

生
を
中
心
に
、
若
い
優
秀
な
先
生
方

が
情
熱
を
も
や
し
て
教
育
に
と
り
く

ん
で
お
ら
れ
、
ま
こ
と
に
心
強
く
感

じ
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

上
越
地
区
、
下
越
地
区
に
は
勤
務

し
た
土
験
が
あ
り
ま
す
が
、
中
也

ヌ
は
始
め
て
の
　
ガ
で
あ
り
、
し
か

も
中
魚
沼
の
地
は
今
ま
で
足
を
ふ
み

入
れ
た
事
の
な
い
土
地
で
あ
り
ま
す

の
で
、
い
ろ
く
と
御
迷
惑
を
か
け

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
一
刻
も
早
く

な
れ
て
、
中
里
の
人
と
な
り
た
い
と

念
願
し
て
お
り
ま
す
。

　
当
村
に
つ
き
ま
し
て
は
、
以
前
よ

り
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育
の
面
で

活
発
な
活
動
を
し
て
お
ら
れ
る
こ
と

を
お
聞
き
し
て
お
り
、
教
育
村
へ
赴

任
さ
せ
て
戴
い
た
事
に
つ
き
ま
し
て

喜
ん
で
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
子
供
の
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、

学
校
、
家
庭
、
地
域
の
三
者
一
体
と

な
っ
て
、
次
代
の
村
の
後
継
者
育
成

と
い
う
観
点
か
ら
考
え
て
み
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
三
者
の
役
割
分

担
と
連
絡
提
携
は
極
め
て
重
要
で
あ

り
ま
す
。

　
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
前
校
長

先
生
の
業
績
を
汚
さ
な
い
よ
う
、
努

力
致
し
た
い
と
念
願
致
し
て
お
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

諸
証
明
手
数
料
改
正

　
中
里
村
手
数
料
条
例
の
改
正
に
よ

り
、
去
る
四
月
一
日
か
ら
、
諸
証
明

手
数
料
が
、
従
来
の
一
件
五
〇
円
か

ら
七
〇
円
に
値
上
げ
さ
れ
ま
し
た
。

値
上
げ
と
な
っ
た
も
の
は

印
鑑
証
明

住
民
票
（
記
載
事
項
証
明
、
除
票
を

含
む
）

戸
籍
の
附
票

そ
の
他
死
亡
診
　
書
の
写
し
）
で
す

．
ヂ
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、

麟
」
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
高
道
山
小
学
校
長

　
「
教
育
の
地
・
中
里
」
の
名
は
、

着
任
以
前
よ
り
耳
に
い
た
し
て
お
り

ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
高
道
山
小
学
校
勤
務

を
命
ぜ
ら
れ
、
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
、
小
千
谷
市
立
吉
谷
小
学
校
よ

り
転
じ
て
参
り
ま
し
た
。

　
着
任
以
来
、
旬
日
、
素
晴
ら
し
い

自
然
と
細
や
か
な
人
情
と
が
新
任
の

私
を
励
ま
し
て
く
れ
る
中
で
、
明
る

く
素
直
で
キ
ビ
キ
ビ
と
活
動
す
る
子

ど
も
た
ち
に
接
し
、
希
望
が
更
に
ふ

く
ら
ん
で
い
る
昨
今
で
す
。

　
先
輩
各
位
が
築
か
れ
た
礎
石
の
上

＝
＝
一
＝
＝
一
一
；
＝
層
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
一
＝
一
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝

　
　
　
小
　
林
　
稔

に
、
自
信
を
持
っ
て
こ
れ
か
ら
を
積

み
上
げ
る
た
め
に
は
と
、
自
ら
に
問

い
か
け
る
と
き
、
そ
の
責
任
の
重
大

、
さ
を
一
層
痛
感
し
、
地
域
の
願
い
が

こ
め
ら
れ
て
い
る
こ
の
学
校
の
進
む

べ
き
方
向
を
誤
り
な
く
見
極
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
心
に
誓
う
次
第
で

す
。

　
国
内
的
に
も
国
際
的
に
も
試
練
の

時
代
と
い
わ
れ
る
今
日
で
す
。
子
ど

も
も
、
お
と
な
も
、
し
っ
か
り
と
自
己

を
確
立
し
て
い
な
け
れ
ば
、
道
を
切

り
開
く
こ
と
は
困
難
で
す
。

　
　
“
創
造
性
に
富
み
自
主
的
で
、
実

践
力
の
あ
る
子
ど
も
”
へ
の
育
成
を

め
ざ
し
て
、
全
職
員
が
英
知
を
傾
け

精
一
杯
の
努
力
を
つ
く
す
決
意
で
す

　
ど
う
か
、
そ
の
た
め
に
も
、
地
域

の
方
々
の
あ
た
た
か
い
ご
理
解
と
ご

＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
一
＝
一
＝
＝
＝
嶋
＝
＝
＝
＝
＝
＝
二
＝
＝
＝
二
一
＝
；

新
任
の
こ
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
貝
野
中
学
校
長
高
頭

近
年
に
な
い
大
雪
で
明
け
暮
れ
し

ま
し
た
冬
も
終
り
、
よ
う
や
く
妻
有

の
里
に
も
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
季
節

と
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
、
こ
の
た
び
、
文
員
の
年
度

　
　
　
　
　
　
　
富
　
夫

末
異
動
で
、
は
か
ら
ず
も
ご
当
村
に

再
び
ご
厄
介
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
四
年
前
、
清
津
川
の
清
流
を
眼
下

に
見
お
ろ
す
、
高
道
山
小
学
校
教
頭

か
ら
、
信
濃
川
に
か
か
る
最
も
長
い

橋
と
い
わ
れ
る
長
岡
大
橋
の
た
も
と

長
岡
、
ハ
イ
パ
ス
に
面
し
た
、
長
岡
市

立
神
田
小
学
校
教
頭
へ
転
出
い
た
し

ま
し
た
。

支
援
を
　
り
ま
す

う
、
お
願
い
申

し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　
前
校
長
田
中
三
郎
先
生
同
様
に
、

よ
ろ
し
く
ご
指
導
と
ご
鞭
燵
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
て
、
新

任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

患
者
輸
送
車

　
　
　
　
運
転
に
つ
い
て

　
今
年
も
雪
消
え
と
と
も
に
患
者
輸

送
車
が
運
転
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
が
、
運
転
時
間
、
停
留
所
は
次

の
通
り
で
す
。

時
間

一
回
目

役
場
発

新
屋
敷
着

　
　
同
発

役
場
着

二
回
目

役
場
発

新
屋
敷
着

　
　
同
発

役
場
着

八
時
三
十
分

八
時
五
＋
分

八
時
五
十
五
分

九
時
＋
．
互
分

＋
一
時

十
一
時
二
十
分

十
一
時
二
十
五
分

十
一
時
五
十
五
分

　
ニ
ニ
　
ニ
ロ
ニ
ニ
　
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
コ
ニ
コ
ニ
ニ
ニ
　
ニ
ニ
ニ
リ
ニ
リ
ニ

　
そ
し
て
、
今
度
は
、
信
濃
川
を
堰

止
め
る
国
鉄
信
濃
川
発
電
所
宮
中
取

水
口
の
あ
る
貝
野
中
学
校
に
、
お
世

話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
長

岡
か
ら
帰
る
時
、
車
窓
に
う
つ
る
貝

野
山
の
紅
葉
の
美
し
さ
を
再
び
見
た

い
も
の
と
思
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　
新
採
用
校
長
と
し
て
、
初
対
面
の

先
生
方
と
と
も
に
、
中
学
生
の
教
育

に
あ
た
る
こ
と
に
一
ま
つ
の
不
安
を

感
じ
ま
し
た
が
、
貝
野
の
学
区
の
皆

様
は
も
と
よ
り
、
中
里
村
ご
当
局
な

ら
び
に
教
育
委
員
会
の
暖
い
受
け
入

れ
態
勢
に
、
力
強
さ
を
感
じ
て
お
り

三
回
目

役
場
発
　
　
　
一
時

　
新
屋
敷
着
　
　
一
時
二
十
分

　
　
同
発
　
　
一
時
二
十
五
分

　
役
場
着
　
　
　
一
時
五
十
分

平
日
は
午
前
中
二
往
復
、
午
後
一
往

復
で
す
が
、
上
曜
日
は
午
前
中
の
二

往
復
だ
け
と
な
り
ま
す
。

停
留
所

役
場
前
、
上
村
病
院
前
、
宮
中
国
鉄

官
舎
前
、
宮
由
口
同
門
前
、
堀
之
内
八

幡
屋
前
、
堀
之
内
仕
立
屋
前
、
本
屋

敷
貝
野
支
所
前
、
新
屋
敷
石
地
蔵
前

49
年
度
固
定
資
産
税

　
　
　
　
　
　
納
税
変
更
の
お
知
ら
せ

　
納
税
に
つ
い
て
は
ご
協
力
を
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
ど
地
方
税
法
の
一
部
改
正

に
ょ
り
、
小
規
模
な
住
宅
用
地
に
つ

い
て
、
税
負
担
軽
減
措
置
が
講
じ
ら

れ
、
非
住
宅
用
地
に
つ
い
て
も
、
負

担
調
整
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
中
里
村
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
税

制
改
正
に
と
も
な
い
、
土
地
に
係
る

固
｛
疋
資
産
税
に
つ
い
て
、
税
額
の
本

電
話
移
転
工
事
の
申
し
出
は
お
早
め
に
！

　
雪
消
え
と
同
時
に
、
家
屋
の
新
築

増
改
築
が
増
え
て
き
ま
す
か
、
　
「
八
，

日
家
を
改
築
す
る
の
で
、
す
ぐ
電
話

を
移
転
し
て
ほ
し
い
：
＆
等
の
急
な

申
し
出
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
電
話
局
で
は
、
で
き
る
だ
け
ご
希

望
の
日
に
工
事
が
出
来
る
よ
う
努
力

し
ま
す
が
、
急
な
申
し
出
に
は
間
に

－
…
…
…
…
≡
一
層
多
一
…
…
…
…
…
層
…
…
…
…

ま
す
。

　
幸
い
先
生
方
は
、
教
育
愛
に
燃
え

人
格
、
識
見
と
も
に
優
れ
た
方
々
で

す
の
で
、
協
力
し
て
、
生
徒
ひ
と
り

ひ
と
り
の
可
能
性
を
伸
ば
し
て
や
り

た
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
自
然
に
恵
ま
れ
、
四
季
折
々
の
変

化
に
生
活
の
節
と
変
化
を
求
め
、
先

住
民
族
が
最
も
住
み
良
い
と
こ
ろ
と

し
て
生
活
し
て
い
た
中
里
村
に
、
奉

職
で
き
た
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い

ま
す
。

　
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

合
ぬ
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
工
事

希
望
の
日
の
一
週
間
か
十
日
位
前
に

電
話
（
〇
二
五
七
六
三
）
二
－
二
六

〇
〇
（
無
料
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　
　
　
　
（
十
日
町
電
報
電
話
局
）

交
通
安
全
指
導
車

　
　
お
目
見
え

　
最
近
、
通
勤
通
学
時
に
普
段
は
余

り
目
に
す
る
事
の
な
い
車
を
見
か
け

た
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
黒
と
白
に
塗
り
別
け
ら
れ
た
こ
の

車
は
、
村
の
交
通
安
全
対
策
の
一
環

と
し
て
購
入
さ
れ
た
も
の
で
、
年
々

増
加
し
つ
つ
あ
る
交
通
事
故
を
防
ぐ

た
め
、
毎
月
定
期
的
に
交
通
マ
ナ
ー

の
宣
伝
、
指
導
に
活
躍
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

（
写
真
（
下
）
は
新
し
く
購
入
さ
れ
た

患
者
輸
送
車
と
交
通
安
全
指
導
者
）

算
｛
疋
を
行
う
た
め
、
本
年
に
限
り
、

固
幽
疋
資
産
税
の
第
一
期
分
の
納
期
を

↓
ケ
月
延
長
し
、
．
五
月
十
六
日
か
ら

五
月
末
日
ま
で
に
変
更
す
る
こ
と
に

献
血
に

　
　
、
こ
協
力
を
！

　
来
た
る
五
月
十
日
（
金
）
、
中
里

村
公
民
館
に
お
い
て
、
今
年
度
第
一

回
目
の
献
血
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
今
回
も
ま
た
、
た
く
さ
ん
の
方
々

か
ら
、
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
と
願

っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
役
場
保
健
課

な
り
ま
し
た
。
第
二
期
分
以
降
は
、

七
月
、
九
月
、
十
二
月
と
各
々
い
ま

ま
で
の
納
期
と
変
り
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
上
げ
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
税
務
課

移
動
山
父
通

　
　
相
談
所
開
設

　
左
記
の
通
り
移
動
交
通
相
談
事
故

所
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
の
で
御
利
用

下
さ
い
．

一
、
日
時
毎
週
第
一
二
木
曜
日

　
　
　
　
　
午
前
十
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
午
後
三
時
ま
で

一
、
場
所
　
十
日
町
市
役
所
相
談
室

一
、
相
談
員

　
　
　
　
　
県
交
通
事
故
相
談
員

昭和49年4月15日とさかな（署墾灘易鶉）3）第213号

退
任
の
あ

　
昭
和
四
十
五
年
の
秋
の
運
動
会
で

左
の
ア
キ
レ
ス
腱
を
裂
断
し
ま
し
た

病
院
に
入
院
中
に
公
民
館
長
を
命
じ

ら
れ
ま
し
た
が
、
二
、
三
ヶ
月
も
す

れ
ば
後
任
の
方
に
お
願
い
で
き
る
も

の
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら

三
年
六
ケ
月
た
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

新
米
の
校
長
で
し
た
の
で
、
学
校
の

経
営
は
半
人
前
で
し
た
し
、
公
民
館

長
の
職
は
ず
ぶ
の
素
人
で
し
た
の
で

レ
村
民
の
皆
様
に
多
大
の
御
迷
惑
を
お

か
け
い
た
し
ま
し
た
。
幸
い
な
こ
と

に
、
学
校
職
員
、
父
兄
の
皆
さ
ん
か

ら
御
後
援
い
た
だ
き
、
行
政
当
局
の

皆
さ
ん
か
ら
は
、
懇
切
丁
寧
な
御
指

導
を
い
た
だ
き
、
各
種
社
会
教
育
の

就
任
の
、
こ
あ

　
長
か
っ
た
妻
有
の
冬
も
よ
う
や
く

終
り
を
告
げ
、
新
緑
の
は
え
る
春
の

到
来
を
待
つ
ば
か
り
と
な
り
ま
し
た

　
こ
の
度
再
度
公
民
館
の
仕
事
を
お

手
伝
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

も
と
よ
り
浅
学
菲
才
の
身
、
そ
の
責

務
の
重
大
さ
を
痛
感
い
た
し
て
お
り

ま
す
と
共
に
、
中
里
村
社
会
教
育
の

い
さ
つ

　
　
　
上
　
村
　
二
　
郎

皆
さ
ん
か
ら
仲
よ
く
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
田
沢
小
学
校
の
創
立
百
周

年
を
一
年
後
に
迎
え
た
今
年
は
、
九

十
九
年
の
教
育
の
し
め
く
く
り
の
年

で
あ
り
、
百
年
の
年
を
田
沢
小
学
校

の
新
し
い
教
育
の
出
発
の
年
に
い
た

す
た
め
に
も
、
校
長
と
し
て
学
校
教

育
に
専
念
す
べ
き
年
と
考
え
ま
し
た

　
三
月
三
十
一
日
付
で
、
中
里
村
公

民
館
長
の
職
を
解
い
て
い
た
だ
く
事

に
な
り
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
、
在

職
中
の
御
交
誼
に
対
し
ま
し
て
、
厚

く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
は
学
校
教
育
に
専
念
し
た
い

と
考
え
ま
す
が
、
学
校
教
育
と
社
会

教
育
が
一
体
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
考
え
方
か
ら
、
今
後
も

皆
様
方
か
ら
御
指
導
を
い
た
だ
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
、
山
ほ
ど

あ
る
か
と
存
じ
ま
す
。

何
と
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

　
　
い
さ
つ

　
　
斉
　
藤
　
大
　
馨

た
め
で
き
る
限
り
の
努
力
を
い
た
し

・
た
い
と
心
に
誓
っ
て
居
り
ま
す
。

何
卒
皆
様
方
よ
り
一
層
の
ご
指
導
と

ご
協
力
を
賜
わ
り
益
々
調
和
の
と
れ

た
清
く
正
し
く
明
る
い
村
に
、
伸
び

ゆ
く
こ
と
を
念
願
し
て
や
み
ま
せ
ん

　
ご
言
申
し
上
げ
て
、
就
任
の
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

－
げ
ま
す

　
「
学
校
は
地
域
の
学
校
で
あ
る
。
」

と
。
い
う
こ
と
が
、
私
の
学
校
経
営
の

根
本
で
あ
り
ま
す
。
教
師
ぶ
ら
ず
教

師
ら
し
く
、
学
校
の
敷
居
を
低
く
し

て
、
出
入
り
が
楽
な
学
校
に
し
た
い

の
で
す
。
行
政
当
局
や
、
校
長
や
、

教
員
だ
け
で
学
校
教
育
を
や
る
の
で

は
な
く
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
学
校
を

よ
く
す
る
運
動
が
展
開
さ
れ
る
こ
と

老
人
医
廉
費

を
期
待
し
て
い
る
ひ
と
り
で
あ
り
ま

す
。

　
在
職
中
の
無
能
を
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
中
里
村
の
公
民

館
活
動
の
発
展
を
お
祈
り
し
、
学
校

教
育
へ
の
御
力
添
え
を
お
願
い
申
し

ま
し
て
、
退
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

助
成
事
業
の
改
正
に
つ
い
て

　
昭
和
四
八
年
一
月
か
ら
国
の
制
度

と
し
て
、
七
〇
才
以
上
の
老
人
の
医

療
費
の
無
料
化
が
実
施
さ
れ
、
十
月

か
ら
は
県
の
制
度
と
し
て
、
六
五
才

～
六
九
才
ま
で
の
ね
た
き
り
老
人
、

ひ
と
り
暮
し
老
人
及
び
重
度
心
身
障

害
者
に
対
し
て
も
医
療
費
の
無
料
化

を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、
い
づ
れ
も
所
得
制

限
が
あ
り
、
非
該
当
人
が
あ
り
ま
し

た
が
、
今
年
か
ら
、
県
の
制
度
で
所

得
制
限
を
徹
廃
し
、
対
象
者
範
囲
の

拡
大
化
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
又
、
国
の
制
度
に
つ
い
て
は
、

「
⑧
老
人
医
療
費
請
求
書
」
の
簡
素

化
を
図
り
、
一
部
廃
止
す
る
こ
と
に
．

な
り
ま
し
た
。

1
「
㊨
老
人
医
療
費
紘
雲
日
」
の
簡

素
化
薗
の
制
度
）

　
イ
「
⑧
老
人
医
療
請
求
書
」
の
い

ら
な
く
な
る
人
。

　
老
人
医
療
費
支
給
制
度
の
受
給
者

で
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
は
、
「
⑧
老
人
医
療
費
請
求
書
」

を
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
出
し
な
く

と
も
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
証
と
老
人
健
康
手
帳

を
提
示
し
て
下
さ
い
。

　
ロ
「
⑧
老
人
医
療
費
請
求
書
」
の

い
る
人
。

　
各
種
社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
る

人
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り
請
求

書
、
保
険
証
、
老
人
医
療
手
帳
を
医

療
機
関
の
窓
口
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

2
老
人
医
療
費
助
成
事
業
及
び
重
度

　
心
身
障
，
害
者
助
成
事
業
の
改
正

　
　
　
　
（
県
の
制
度
）

イ
助
成
対
象
者
の
拡
大

　
　
　
　
（
所
得
制
限
の
徹
廃
）

　
こ
の
事
業
は
昨
年
十
月
よ
り
実
施

さ
れ
、
国
の
制
度
と
同
様
に
所
得
制

限
を
付
し
て
い
た
た
め
、
非
該
当
と

な
る
人
が
い
ま
し
た
。

　
非
該
当
者
と
は
い
え
、
い
ず
れ
も

特
定
の
状
態
に
あ
る
た
め
、
全
額
公

費
負
担
と
し
て
必
要
な
医
療
を
保
障

す
る
必
要
を
認
め
、
四
九
年
度
か
ら

玉
の
制
度
の
所
得
制
限
を
　
え
る
者

（
七
十
才
以
上
の
老
人
）
を
含
め
、

所
得
制
限
を
徹
廃
し
、
県
単
補
助
事

業
に
お
い
て
医
療
費
の
無
料
化
を
図

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ロ
実
施
期
間

　
　
　
　
昭
和
四
九
年
四
月
一
日

　
ハ
対
象
者

　
　
　
六
五
才
～
六
九
才
ま
で
の
ね

た
き
り
老
人
。

3
ケ
月
以
上
常
に
臥
床
し
、
食
事
、

排
便
、
寝
起
き
等
日
常
生
活
の
用
の

大
半
を
他
の
介
助
に
よ
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
態
に
あ
り
、
か
つ
そ
の

状
態
が
継
続
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者

　
　
〇
六
五
才
～
六
九
才
ま
で
の
一

人
暮
し
の
状
態
に
あ
る
も
の
。

　
　
〇
七
十
才
以
上
老
人

老
人
医
療
費
支
給
制
度
（
国
の
制
度
）

の
所
得
制
限
を
越
え
る
者

　
　
○
重
度
心
身
障
害
者

重
度
の
精
神
薄
弱
者
で
知
能
指
数
が

三
五
以
下
と
、
重
度
の
肢
体
不
自
由

の
一
～
二
級
が
重
複
し
て
い
る
者
及

び
知
能
指
数
が
三
六
～
五
〇
の
精
神

薄
弱
と
肢
体
不
自
由
、
盲
、
ろ
う
あ

の
三
級
を
併
合
し
常
時
介
護
を
要
す

る
者
（
知
事
が
交
付
す
る
医
療
手
帳

の
交
付
を
受
け
、
そ
の
程
度
が
A
と

判
定
さ
れ
て
い
る
者
）

　
重
度
精
神
薄
弱
者
で
知
能
指
数
が

三
五
以
下
で
、
日
常
生
活
に
お
け
る

基
本
的
な
動
作
が
困
難
で
介
助
を
必

要
と
す
る
者
。

　
重
度
心
体
障
害
者
。

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
、

障
害
の
等
級
が
一
～
二
級
の
障
害
者

で
、
日
常
生
活
に
お
け
る
　
本
的
な

動
作
が
困
難
で
介
助
を
要
す
る
者
。

あ
い
さ
つ

　
至
る
四
月
一
日
の
異
動
で
、
教
育

委
員
会
の
公
民
館
勤
務
と
な
り
ま
し

た
が
、
皆
様
と
深
い
関
係
を
も
つ
こ

の
仕
事
を
お
お
せ
つ
か
っ
た
今
、
そ

の
大
切
さ
を
思
え
ば
思
う
程
、
不
安

の
中
に
も
責
任
感
を
感
じ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
そ
の
日
、
そ
の
日
の
、
一
見
阿
と

も
な
い
様
な
時
間
の
流
れ
の
中
で
も

人
々
の
も
の
の
見
方
、
感
じ
方
、
考

え
方
は
少
し
ず
つ
変
っ
て
ゆ
く
も
の

と
田
心
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
変
化
が
、
大
き
な
流

れ
と
な
っ
て
ぶ
つ
か
り
あ
っ
て
い
る

問
い
一
・
せ
は
役
場
社
募

出
稼
ぎ
者
の
健
康
診
断
の
実
施
に
つ
し
て

　
出
稼
ぎ
さ
れ
た
皆
さ
ん
ご
苦
労
様

で
し
た
。

今
年
は
、
昨
年
、
一
昨
年
と
は
う
っ

て
変
り
、
大
雪
に
み
ま
わ
れ
ま
し
た

家
に
残
し
た
奥
さ
ん
や
子
供
さ
ん
、

あ
る
い
は
お
年
寄
り
の
こ
と
が
心
配

さ
れ
、
又
、
昨
年
十
一
月
頃
か
ら
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
は
、
皆
さ
ま
に
も

大
き
な
打
撃
を
与
え
、
何
か
と
御
苦

労
も
あ
っ
た
こ
と
と
推
察
い
た
し
ま

す
。　

さ
て
、
今
年
度
は
、
出
稼
ぎ
者
総

合
保
健
対
策
と
し
て
、
左
記
の
通
り

健
康
診
断
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

忘
れ
ず
に
検
診
を
受
け
て
下
さ
い
。

　
　
鈴
木
　
久
　
雄

の
が
現
代
の
社
会
で
あ
る
と
い
え
る

と
田
心
い
ま
す
。

　
こ
の
様
な
時
の
流
れ
の
中
で
、
こ

の
地
域
に
住
む
私
達
に
と
っ
て
、
真

に
必
要
な
も
の
は
何
か
、
逆
に
不
必

要
な
も
の
は
何
な
の
か
。

皆
様
と
一
緒
に
考
え
て
ゆ
き
た
い
と

田
心
い
ま
す
。

　
こ
の
紙
面
を
か
り
て
、
皆
様
に
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
前
任
者
の
御
努
力
を
無
に
し

な
い
よ
う
、
こ
れ
を
土
台
と
し
て
更

に
進
展
す
る
よ
う
努
力
し
て
ゆ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
尚
一
次
検
診
の
結
果
送
定
ざ
れ
た

方
に
つ
い
て
は
、
村
で
実
施
す
る
循

環
器
二
次
検
診
を
受
け
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
一
次
検
診

日
時
五
月
＋
七
日

　
　
　
　
田
沢
、
貝
野
、
倉
俣
地
区

　
　
　
五
月
三
＋
日

　
　
清
津
峡
沿
線
（
通
り
山
～
小
出
）

時
間
　
午
前
九
時
三
十
分

　
　
　
　
　
　
　
～
午
後
三
時

場
所
　
十
日
町
建
築
組
合

検
診
業
務
　
十
日
町
保
健
所
に
委
託

検
診
費
用
無
料

　
二
次
検
診
に
つ
い
て
は
、
次
回
五

月
号
に
て
通
知
い
た
し
ま
す
。


